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第 3 章から第 5 章にかけては、実際のデータの分析を行った。
第 3 章では、日常生活における比較的軽い詫びの場面について、話し手側から調査を行い、分析を試みた。研究方




言語表現を 3 種類のカテゴリー: r事実の言及・説明J r詫びる J r対人関係の修復・維持・発展」に分類した。ま
た、言語表現ばかりではなく、言語表現時の心理状態および非言語行為についても調査し、合わせて分析した。分析
を通して、以下のような日中韓詫び行為の違いが明らかlこなった。




( r呼称」等)や非言語行為( r笑いJ r身体接触J )も顕著に多く使用する。韓国人の詫び行為も主に相手との血
縁関係や親疎の関係によって変化が大きい。そして、韓国人も同じく詫びの慣用定型表現の使用を基底に持ちながら、






































































第 3 章 日常生活における詫び行為一一話し手調査
第 4 章 日常生活における詫び行為一一受け手調査
これら調査結果の中から、日本人は比較的に詫びの定形表現という第二カテゴリーを重んじるのに対して、中国人
は過失への言及および対人関係の修復という第一・第三カテゴリーを重視し、韓国人は両者の中間的位置にあり、日
に比べ、中韓は呼称といった方略を用い、また、言語的には、中に対して日韓の独月の敬語組織の利用などの特徴を
観察した。
さらに今一つの同君の論文の独創性は、日常生活における詫び行為にとどまらず、「社会における謝罪行為J とい
う一章を設け(第 5 章)、社会的に由々しき事件、列車事故、収賄事件、食中毒事件といった生命の危機を苧む大事
件における謝罪行為を新聞記事分析を通して考察した点である。ここでは報道のあり方に関する日中韓の差異はある
ものの、以前のアンケート調査を通して見た結果とのすりあわせにより興味深い観察がなされうることを跡付けた。
以上、雀君の研究は、先行研究からの多くの知見を発展させつつ随所に長年にわたり検討を重ねた独自の調査方法
の工夫を凝らし、この方面の調査におけるいくつもの新機軸を加味し、独創性に富む研究方法をうち立てたものと言
える。望むらくは三カ国間の文化的差異への言及への今一歩の踏み込みが欲しかったが、この段階でも十分後学に資
するものがあるものと確認した。
よって審査委員会は、本論文を本研究科博士論文(言語文化学)の学位請求論文として十分価値があるものと判定
した。
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